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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
SDGsの17ゴール。
環境だけでなく、人権や平和というものの考慮が大きく。
サステイナブルデベロップメント（持続可能な発展）について説明
・1987年：「環境と開発に関する世界委員会」（通称ブルントラント委員会）
・最終報告書“Our Common Future”を発表
・委員会は21名の世界的な有識者により構成：「賢人会議」
・最終報告書では環境保全と開発について論じる
＝「将来世代のニーズを満たす能力を損なわない範囲で、現在世代のニーズを満たす発展を行う」
⇒現在に至る「持続可能な発展」概念の提唱。一方で多様な解釈が可能な文言になっている




(_

CIEYANEESS
® L_;h.(c_' D)

) EDSDGsHITEZ 7.

AH20164

=, (RO [IRIEREEPT

12

RERFE R ] DS [SDGsEKRFEEHI N

322

(44T

L\ (SDGs) =Ehetedt] Z=RE
0| BEEFE

_\C

WRSDGSEPEsFAERBSN 72 ) SO

I |

BIBRICLD S DG s DERKIChTIZEEZEAE L. BNEEiEZR
I3z [SDG s kFEHHI &UTERAIMEEREL. BARK

S DG s#ERRBRAETIRIT IA—RICEDBAICHKIELET ., TDOH
THENLEGEE B8 SDG s EFIIVEE] S UTI0IRERE L.
B2NCXIEUET . . TOURRIEFOERERSZITO &
T, MWARIEDFELICDRATTLEET,

IS DG s E#EHm] (CHBTSEE

20304F
- ™

DEEEDS DG s D
bratcole): 0k 1z |
cJ{EREZITCD
- EEHITD<H

- EEGtEANDORIR F

B8&SDGsETILBEI

OEFE - = -

FEIBO=RIED
HErEHEC L SEEEOEIL

@5D G siEfdlcAltiz
E LS

DBRRNFRIRCIEE

BEREAT OIS S0k

Bl x BRI ~IERTE

EEHMSEE TSNS

-(f'i./ ~aEfE
. ¢ IR =1

___i___

B4tk S D G s ¥EBRATIRI TA =X (H30.158iE)

r e - LC ST AEEE20
(H29.12.22B584%) [CEIZ3E

17eRE1 R

( SAUOH S 58I

Kb



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
日本でもSDGsの動き。2019年に世界発信を行う
現在の環境未来都市を、SDGs未来都市に格上げ
環境だけでなく、トータルでみたまちづくりに
有名なのは北海道の下川町。平成29年度第１回ジャパンSDGsアワード」の本部長（内閣総理大臣）賞受賞
旭川の北にある人口3000人の町。スキージャンプの葛西選手の出身地。
「地域の木を使う」ことをベースに、公共施設の熱の68％を再エネ（バイオマス）でやっている。町全体だとこの割合は49％で国内トップ
これによる削減効果は1900万円で、半額を子育て支援に活用している。高齢化対策も
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